
静岡県立大学　茶学総合講座　中村順行

これからの茶業について!!!

坂部茶農協役員研修会
　　　　　　　　平25.8.29

１　明日への一歩は歴史から学べ

２　茶は苦戦か？！？

３　儲かった時代と今は構造が違う

４　茶業発展のKeyword

５　儲かるためには？？

A minority race in China

Darjeeling

Sri LankaKenya Indonesia

世界の茶産地

世界の茶の生産量と緑茶比率の推移
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緑茶は機能性の高ま
りから増加している

世界における茶の生産の現状

世界的には、茶の生産量は緑茶に関心が
高まり、毎年10万t程度づつ増加している。

インド

ケニア

スリランカ

茶業の好況を受け、世界的にもコス
ト低減のため手摘みから機械摘採
化が急速に進展している
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日本への茶の伝来

North china root

Central china root

South china root

北中国・韓国ルート

　奈良時代 ( A.D.700頃)

中中国ルート
　固形茶、粉末茶の伝来　⇒抹茶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　（A.D.1100頃)

南中国ルート
　淹茶の伝来　⇒　煎茶

　　 ( A.D.1600頃)

茶種の変遷

平安時代　　団茶　　　上流階級

鎌倉時代　　抹茶　　　武士、上流階級

江戸時代　　抹茶、煎茶、釜炒り茶　上流階級

　　　　　　　　番茶　　庶民　

明治時代　　煎茶、番茶　　

　　　　　　　　輸出用各種茶　　輸出用

現在　　　　　機械製煎茶　　　国内用

　　　　　　　　RTD、多様化　　　　　　　　

日本における主要な茶の推移
　時代とともに飲用茶も大きく変化　 ⇒　生産方法も変化



日本においても飲用方法が変化してきた

　時代により、茶が変ることにより、飲用方法も変化する
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内需による
発展期

多様化による維持期

　⇔　                 　 実生茶園　　 　　　　　　　  ⇔　      　    　　　  栄養繁殖茶園　    　　　　 　⇔   ？

　⇔　   手摘み　 　　⇔　　　　　手ばさみ　　　　　⇔　　　　　　可搬型　　　　　⇔　　　　乗用型　  　⇔ 　？　
　⇔　      手揉み  　　　　⇔　　　　　6貫機　　　⇔　　　背面粗揉機　　　　⇔　　　　　　２４０ｋ機  　⇔ 　？ 　
　⇔   各種地方茶　　⇔　　　　輸出用茶　　　　⇔　　　　　　　煎茶　　(ＲＴＤ)　   　　　　　　　　  　⇔ 　 ?　
　⇔　自給肥料 　⇔　　　　　化学肥料　　　　　　⇔　　　　多施肥　　　　　⇔　　　効率施肥　　　　　⇔　　？　
　⇔　天然素材 　　　⇔　　化学合成薬剤　　　⇔ 　広スペクトル薬剤　⇔　狭スペクトル薬剤⇔ＩＰＭ  ⇔ 　？　

栄養繁殖生産方式
によるイノベーション

技術の断絶

機械開発による
イノベーション

ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ

簡便化に対する
イノベーション

外需による発展期

日本における茶の需給とイノベーションの推移

茶は苦戦？！？
・飲料消費金額は増加

・緑茶は減少

・茶の消費金額は増加
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他の茶葉

茶飲料

紅茶

緑茶
昭50　　　平23

急須の茶は苦戦。しかし、茶へ希求度は高く、消費者ニーズの把握が必要。

本道である緑茶生産での収益確保には構造転換が急務。

静岡新聞　2月11日 円

近年は災害続き?!

本年度一番茶の被害

放射能の風評被害

茶の価格も低下!!
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静岡茶市場における取扱量と金額

静岡県内の茶栽培農家数の推移

農家は激減し、規模の拡大化
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一世帯当り年間消費金額 (円)

お茶に掛ける金額は増加?!

トータル的には
茶の消費金額
に大きな変化
はないが、緑
茶の消費金額
は減少傾向に
ある一方、茶
飲料にかける
金額は増加し
ている。

他の農産物も同様　「米 (ご飯⇒おにぎり、中食、　　野菜 (煮物⇒サラダ)」

お茶の潜在需要は大きい茶の潜在需要は高い

インターネット調査　2,052人(2006)
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インターネット調査　2065人、複数回答(2006)

好きなお茶の種類は？

9割以上はお茶を好むが　？？、その種類はＲＴＤ、リーフ茶など多く、夏場には冷たい

麦茶やウーロン茶に人気が集中する。

お茶の潜在需要は大きい緑茶を好む人は多いが？飲用は少ない

緑茶の嗜好性

緑茶を好む人は年代、性別を問わず約８割と非常に多い。

しかしながら、急須で淹れる緑茶を毎日飲む人は、60代は約６割、40代は約４割、20代　

　は２割程度と若い年代ほど緑茶の飲用頻度が低い。

緑茶の飲用意識と飲用頻度にはギャップがあるが、若い年代も緑茶の潜在需要は

　高いと考えられる。

緑茶の飲用頻度

平成23年

インターネット　　
アンケート結果

静岡、東京1000名
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東京の消費者1000人が回答(2012年9月、岩崎)

今後、飲む量を増やしたい飲み物は？

緑茶を飲みたし!!　期待する効果は
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緑茶を飲んで期待する効果は？

情　感 機　能　性

今後、飲む量を増やしたい飲み物として緑茶が選ばれ、その緑茶には「くつろぎ、リラッ
クス」などの情感部分と機能性が期待されている。

しかしながら、リーフ茶は不振

14%

44%

3%

23%

16%
筒状の容器

自立式のチャック付き

袋
チャックなしの袋

箱入りで中が個包装

になったもの
1杯分として個包装さ

れたもの

23%

53%

10%

11%

3%

茶葉（リーフ）

ティーバッグ

ドリップ

粉末・インスタント

その他

茶研セ　未発表(2012)　　　　　　　
20代～40代女性　57人

主婦と消費行動研究所　インターネット調査 20～50代女性(2008)

買いたい商品形態は？

買いたい商品ﾊﾟｯｹｰｼﾞは？

茶葉を淹れない人の理由は、圧倒的に面倒、手
間がかかる。朝の食事(パン食)や洋食には合わ
ない。急須で入れる時間的ゆとりがない。などで
あり、商品ﾊﾟｯｹｰｼﾞとしてもチャックなし袋や筒状
の容器は好まれない。

緑茶

94%

紅茶

6%

ウーロン茶

0%

緑茶

70%

紅茶

16%

ウーロン茶

14%

ＲＴＤ原料,

24885

加工原料,

3500

煎茶

78%

覆い茶
3%

番茶

13%

その他

6%

煎茶

65%

覆い茶

7%

番茶

22%

その他

6%

112,108 ｔ

55,600 ｔ
85,106 ｔ

88,290 ｔ

茶類全体

121,684 ｔ

茶類全体

120,037 ｔ

茶類全体に対す

る煎茶の比率　　

７３．６％

茶類全体に対す

る煎茶の比率　　

４５．７％

昭和50年

平成23年

ＲＴＤ及び加工
用原料(推定値) 
28,385 ｔ

一番儲かった時代に比較し、茶類全体量は変らないが、茶種の多様化と
原料茶が増加し、煎茶の比率が減少　　　 一極から多様化時代に

儲かった時代と需給構造が変った!!
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時代の流れを読み!!　ニーズに応える必要がある

持続的イノベーション

　　　　　　改良改変では

　　　　　　　　 打開できない

破壊的イノベーション

産業の持続的発展のためには

成熟化
イノベーション

技術の断絶

限界を知ること
　☆限界の規定要因は?!
　☆未来の予測

☆茶への要求は高い

☆しかし、茶の需要が変化している

×供給の変化がない　⇒　需給の歪み

需

要

例
　・ 電話　　　 ⇒　 　携帯

　・ レコード　 ⇒　    CD
　・ テレビ　 　⇒　 　薄型

　・ 写真　    　⇒　　デジカメ
　・ ガソリン　 ⇒　   電気

　・ 野菜　　   ⇒    カット野菜

   ・煮物　　 　⇒　 サラダ

カメラ屋さんや
フイルムメー
カーの崩壊

オープンイノベーションオープンイノベーション

他分野の英知を
活用、連携して
未知への路を開拓
　　　　　　　　

　・ 実生茶園　 ⇒　栄養繁殖茶園　⇒　？
　・ 手摘み　 ⇒　手ばさみ　⇒　可搬型　⇒　乗用型　⇒　？
　・ 手揉み　　⇒　6貫機　⇒　背面粗揉機　⇒　２４０ｋ機　⇒　？
　・ 各種地方茶 　⇒　輸出用茶　⇒　煎茶　⇒　？　
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社会構造の変化

　Keyword；グローバル化、高度情報

　　通信社会、少子高齢化、サービス

　　産業社会化

需要・供給構造の変化

　Keyword；自然健康志向、価値観・

　　生活様式の多様化、女性の社会

　　進出化、

環境保全の強化

　keyword；温暖化、低炭素社会化、

　　自然循環機能重視型

社会、経済、生産、環境の変化も　好材料

人口の推移(国勢調査、総務省より引用)
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　　静岡県内の茶栽培農家数の推移

茶業発展のＫｅｙｗｏｒｄ

多様な茶種

飲用の簡便化

低コスト技術導入

特色あるお茶

ＲＴＤ、加工用原料

ニーズ

安全安心な茶

機能性豊かな茶

美味しいお茶

打開策

品種の導入利用

有機無農薬茶の生産

発酵茶の生産

ブランド茶の構築

環境保全技術の導入

ティパック・ドリップティ

の開発

ＲＴＤ、加工用原料供給

共同管理体制の強化

優良茶園の集積

商品開発による

需要の創造

環境にやさしい

茶業の推進

低コスト・

生産力の向上

二極化は進む?!
一般商品に比べ、品質や信頼性が高く、歴史があり、高級感をもち、
差別化･付加価値の付いた商品で消費者ニーズに適合したもの。

ブランド化の優位性

価格競争からの脱却

安定した需要の確保

　消費者が、他の類似商品と見分けられ、　商品の良さを認識し
ロイヤルユーザー(継続購入者)として価格競争を乗り越えて購入

してもらうため

ブランド化

低コスト化 消費者にとり差別性のない商品のため価格競争になりやすく、幅広く、
大量に売ることにより利益を上げる上でコストを削減が必須となる。

これではブランドにならない

品質が優れています (優れていない商品を売るな)

おいしいものです (他のお茶も美味しいです)

昔から作ってます (何が特徴ですか)

高級煎茶です(どこが他の高級煎茶と違うのですか)

一番茶です (大部分のお茶が一番茶ではないですか)

ブランディング(ブランド戦略)とは

☆ブランドプレミアム(他の商品にはない高い品質　＝　　

　　差別的優位性)の構築

☆消費者に分かりやすいストリーと希少性

　ブランドを作るのは消費者であり、消費者が商品の良さを認
識し、その商品や生産者に対して高い信頼を寄せること

　　　　　　　　　　　　　ブランド構築(ブランドを作る)

ブランド戦略 　　　　　　ブランド管理(ブランドを守る)

　　　　　　　　　　　　　ブランド拡張(ブランドを使う)

ブランド戦略

24

玉露

差別化商品によるブランド化

需要の創造(多様化への対応)　

差別化要因

　･消費者に違いが分かること

　･希少価値のあること

　･限定品であること

　･物語があり、商品がぶれないこと
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需要の創造(多様化への対応)　

品種を活用したブランド化

品種の特徴を伸ばせ !!

品種の利活用方法

高香味発揚の品種間差異 濃緑生葉の安定多収

少肥多収品種の導入

「ふうしゅん」で３割減肥可能

ストレス耐性品種の導入

　・炭疽病　「つゆひかり、みなみさやか、めいりょく」等

　・輪斑病　「みなみさやか、めいりょく、さえあかり」等
　・クワシロ   「さやまかおり、みなみさやか、ゆめかおり」等

図２　生葉保管が香気成分量に及ぼす影響
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品種の導入は様々な可能性を生む!!!
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50%遮光 　

緑化 濃緑化
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白葉化
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遮光率と新芽のアミノ酸含有量の比較

50%遮光 100%遮光98%遮光

玉露

新飲料　(白葉茶)

新技術による新商品開発

光制御技術を活用してアミノ酸含量を
通常の3倍以上に強化する白葉化技術

需要の創造(多様化への対応)　 発酵茶ラボの活用

紅茶・ウーロン茶様香気紅茶・ウーロン茶様香気

花様香気花様香気

糖糖 糖糖

プリメベロシダーゼ
青葉様香気青葉様香気

糖糖

揉捻 ・乾燥ストレス

植物補助色素

（クリプトクローム 、

ファイトクローム ）

クロロフィル a

酸化還元補酵素

電子伝達

ATP生産

一次代謝経路

二次代謝経路

光源の波長・強度 が香り
香りを変化させる

例：バジル、イチゴ

煎茶の香り

糖糖 糖糖

殺青

揉捻

発酵茶系の香りの発揚

紅茶・ウーロン茶様香気紅茶・ウーロン茶様香気

花様香気花様香気

糖糖 糖糖

プリメベロシダーゼ
青葉様香気青葉様香気

糖糖

揉捻 ・乾燥ストレス

植物補助色素

（クリプトクローム 、

ファイトクローム ）

クロロフィル a

酸化還元補酵素

電子伝達

ATP生産

一次代謝経路

二次代謝経路

光源の波長・強度 が香り
香りを変化させる

例：バジル、イチゴ

煎茶の香り

糖糖 糖糖

殺青

揉捻

発酵茶系の香りの発揚

発酵茶

（紅茶）

半発酵茶

（ウーロン茶）
釜炒茶

紅茶用

流動層乾燥

機

台湾式殺青機 水乾機

平坦地

低コスト・生産力の向上　

低コスト生産技術

品種関係
病害虫抵抗性品種の導入 硝酸化抑制剤の利用
早晩性品種の導入 石灰窒素施用
減肥対応品種の導入 防除関係
ポット苗の導入 交信撹乱フェロモン剤の導入

栽培関係 耐性菌の検定
ﾊﾝﾏｰﾅｲﾌﾓｱによる台切更新 適期防除
濃緑生葉の大量生産 製造関係
年1回摘採方式の導入 フッ素樹脂加工による清掃労力の削減
防霜ファンの節電稼動 センサー利用による自動化

施肥関係 ヒートポンプ、排熱利用による省エネ化

点滴施肥 その他
浅耕施肥 乗用型管理機導入
広幅施肥 経営規模の拡大
肥効調節型肥料の利用 労働時間管理
堆肥の利用 農業機械の共同化

平坦地

低コスト・生産力の向上　

機械化の推進　　     　  早晩生品種の活用、茶園整備

優良農地の集積　　　　共同管理(施肥、防除、摘採等)
加工コストの削減　⇒　工場の効率化、新製造法の導入

低コスト生産技術

従来の煎茶工程　220分
新規製造法　80分

高温加湿熱気製造

機械化・IT化を駆使した低コ

スト茶生産システムを構築する

ハンマーナイフモアの活用



品種導入による構造改革
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‘ふうしゅん ’も使い方次第 (秋山園)

品種の導入はこれからの

静岡県茶業に必須
　　ブランドの形成

　　茶工場の長期運営

　　防除、肥料費の削減

摘採期間40日
晩　生

おくひかり　　

早　生
山の息吹

中　生
つゆひかり　　

やぶきた

中　生
香　駿

肥料

収奪率

30-
40％

NN

流亡 流亡

うね間施肥
（慣行）

局所施肥
（開発技術）

吸
収

収奪率

60-70％

吸
収

NN

肥料

管理技術

誘
導
技
術

局所施肥(40kg)により

　窒素収奪率60～70％

　年間収量20％増

　　（一番茶N率：5.5％）

施肥量削減下における高品質化

薬剤防除の削減化技術

化学合成農薬を削減しつつ、発生予察や天敵等の生物的防除技術を組合せ

た総合防除技術体系を導入し、薬剤防除費を削減する

　　　　

カボチャで増殖

害虫：クワシロカイガラムシ

ハレヤヒメテントウ

自動計数フェロモントラップ

交信攪乱剤

クワシロの天敵チビトビコバチ

天敵を利用した防除体系の導入

誘　蛾　灯
無駄な防除はしないことが重要

多様化への対応するため様々の茶が必要な時代　

35

玉露

美味しくて簡便に飲める茶

高級ボトリング茶粉末茶 ティバッグ

煎茶ラテ

ポスト急須も必要では

急須いらずの新規本格的緑茶

茶商も簡便に飲める茶の取り扱い量を増加

茶葉量調節

湯量調節

湯温調節

浸出時間判断

淹れるコツ

急須

○

○

○

○

○

ﾃｨｰﾊﾞｯｸﾞ

×

○

×

○

△

ﾄﾞﾘｯﾌﾟﾄﾞﾘｯﾌﾟ

××

××

××

××

××

茶葉量調節

湯量調節

湯温調節

浸出時間判断

淹れるコツ

急須

○

○

○

○

○

ﾃｨｰﾊﾞｯｸﾞ

×

○

×

○

△

ﾄﾞﾘｯﾌﾟﾄﾞﾘｯﾌﾟ

××

××

××

××

××

簡便で美味しい緑茶

が飲みたい



碾茶 1740 t

統計上は

粉末茶の流通量と新粉末緑茶のターゲット

粉末茶 4,000 t

お点前用(上級茶）
200 ｔ　(5%)

石臼＆その他
粉砕機による
食品加工用粉末
3,800 ｔ　(95%)

粉末茶は少なくとも

現在　4,000 t（推定）

今後、飲用・食品加工用の
中・下級粉末は

需要増加が期待される。

粉末茶の中・下級茶

新規粉末緑茶が
目指す部分

粉末茶の中・下級茶

新規粉末緑茶が
目指す部分

日本茶インストラクター　桑原秀樹氏の発表より作図一部追加

将来需要

6,000 ｔ　

(60%)

将来　10,000 ｔ（予測）

(40%) ターゲット

オフィス、レジャー施設の
自動給茶器用

食品素材

高齢者、健康志向の強い
世代向けの茶

　粉　茶　　
（市販茶）

粉末緑茶　　　

（市販茶）

新粉末緑茶

（秋冬番茶）

　　　　抹　茶

（市販茶5,200円）

　市販茶と新粉末緑茶

　市販の抹茶並みの鮮やかな緑（色相角度 120前後）を達成

市
販
茶

０

新粉末緑茶（被覆）

新粉末緑茶（露地）

粉茶

粉末緑茶

抹茶

高温加湿熱風装置を用いた短時間で緑
鮮やか粉末茶の開発

　図　市販茶と新粉末緑茶の色相角度　（ｈ°）
　　　抹茶（10） ,粉末緑茶（ 12）粉茶（4）

６次産業化により2次、3次

産業収益の生産場面への確保

農事組合法人　ピュアグリーン農事組合法人　ピュアグリーン

共同摘採の事例　　ピュアグリーン

平成２４年１１月平成２４年１１月

売り先のニーズに応えた仕組み

共同摘採の仕組み共同摘採の仕組み

（１）生葉格付けによる生葉集荷の欠点

①個人と茶工場間に、品質に対する意識のずれ

②摘採の判断が個人に委ねられている⇒個人差あり

③生葉刈止めの仕組み⇒適期摘採ができない

④収量に応じた生葉代の支払い⇒収量重視

大量生産・大量消費時代に適した仕組み

でも今は・・・

（２）茶工場運営の違い

茶園

管理

施肥

防除

摘採

整枝

生葉

出荷

加工

販売

従来の茶工場運営 個人作業
共同

作業

ピュアグリーンの運営 個人作業 共同作業

消費者ニーズの多様化、個性のある茶が
求められる時代

荒茶品質は、生葉品質以上にはならない。　　　　　　　　　　
売れる茶を生産するには、生葉品質から考えることが必要

必要な品質 必要な量

仕入れるためには

＋ ＝ 茶工場が摘採する



（３）共同摘採の仕組み

具体的には、

共同茶工場が組合員を雇って、共同で摘採を！

従来の茶工場 ピュアグリーン

（４）計画的に摘採する仕組み

①　茶園マップ作り

③　茶期前の生育調査

④　摘採前日～当日の茶園巡回

⑤　摘採記録

②　茶園評価

茶園マップ

ほ場の場所、形状、面積及び品種

などの情報が一目でわかる

管理状況の把握、収益の配分に係る

評価

おおよその摘採順序を調査

（次ページで詳しく説明する）

・売り先のニーズに応えることができる仕組み
・情報収集から生産管理までを一元化

（５）さらに共同摘採を進化させて
もう一度、儲かる茶業に　!!

　　　　　　　　　　
　　　

　　緑茶への需要は消えない。
　　消費者ニーズを把握し、果敢に需要を創造
　　するために脱皮し、構造改革することを願う


